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◇4億2,800万円を増額し、一般会計予算総額を150億8，200万円としました。◇
　現年度の災害復旧費が主なものです。
　◦農業施設災害復旧費／2億4，198万円　　　◦林業施設災害復旧費／5，820万円
　◦公共土木施設災害復旧費／8，965万円　  ほか

◇2,100万円を増額し、一般会計予算は、総額を151億300万円としました。◇
　◦衆議院議員選挙にかかる経費であり、全額国費で賄われます。

【平成29年度一般会計補正予算第2号】

【平成29年度一般会計補正予算第3号】

【
総
務
常
任
委
員
会
報
告
】

○
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
る
一
方
、健
康
管
理
等
に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

○
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と
環
境
破
壊
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。特
に
大
規
模

開
発
に
つ
い
て
は
注
視
し
て
ほ
し
い
。

○
高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、有
効
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
期
待
す
る
。

【
厚
生
常
任
委
員
会
報
告
】

○
社
協
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、ま
た
、地
域
支
え
合

い
セ
ン
タ
ー
事
業
で
被
災
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
い
る
。今
後
も
支

援
の
継
続
を
望
む
。

○
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
環
境
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
包
括

ケ
ア
の
更
な
る
推
進
を
期
待
す
る
。

【
総

　評
】

○
平
成
28
年
度
の
決
算
と
事
業
の
振
り
返
り
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
に

多
く
を
費
や
す
形
と
な
っ
た
。職
員
の
仕
事
ぶ
り
を
労
い
た
い
。

○
議
会
の
議
決
に
よ
り
工
事
予
算（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設
工
事
中
止
）

の
１
億
円
が
執
行
不
能
と
な
り
、予
備
費
に
残
る
決
算
と
な
っ
た
こ
と

は
、異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告
】

○
農
林
業
・
公
共
施
設
関
係
は
、熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
に
多
く
の
費
用
と

労
力
を
要
し
た
。今
後
も
一
日
も
早
い
復
旧
作
業
に
努
め
て
ほ
し
い
。

○
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、民
間
委
託
や
再
編
等
を
視
野
に
検
討
を
し
て
ほ
し
い
。

9月定例会
　平成29年第3回定例会は、9月7日に開会し、29日
に閉会しました。補正予算4件、条例1件、認定3件、
報告2件、その他を可決、決定しました。
　また、陳情1件を採択しました。

◇今定例会では、平成28年度会計の決算について審査を行いました。決算審査は、議会が決定した予
算が適正に執行されたかどうかを審査するとともに、各種資料に基づいてその行政効果を測定し、評
価するものです。審査に付された山都町一般会計・特別会計、水道事業会計及び病院事業会計はい
ずれも認定することに決定しました。審査を行った各常任委員会での主な意見をご紹介します。◇

平成29年度一般会計補正予算
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一　般　質　問

問 

地
域
づ
く
り
の
基
盤

で
あ
る
自
治
振
興
会
の

基
本
的
な
考
え
は
。

答 

（
町
長
）
　28
自
治

振
興
区
で
、伝
統
や
文

化
を
引
き
継
い
で
活
発

に
運
営
さ
れ
て
い
る
。今

後
は
職
員
が
も
っ
と
地

域
に
絡
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。

問 
自
治
振
興
区
の
現
状

や
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　過
疎
化
、高
齢
化
の

中
で
、地
域
づ
く
り
の
担

い
手
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
が
課
題
。地
域
づ

く
り
に
は
国
県
か
ら
の

補
助
事
業
や
交
付
金
事

業
の
選
択
肢
も
多
い
の

で
、相
談
に
乗
り
な
が
ら

地
域
づ
く
り
の
支
援
を

進
め
て
い
く
。

問 

合
併
特
例
措
置
の

期
間
を
過
ぎ
、財
政
の

縮
減
が
徐
々
に
進
ん
で

い
る
が
、行
政
運
営
の
効

率
化
と
事
務
事
業
の
見

直
し
が
住
民
に
与
え
る

影
響
は
。

答 

（
総
務
課
長
）
　予

算
の
80
％
を
依
存
財
源

で
賄
い
、そ
の
う
ち
半
分

が
地
方
交
付
税
で
あ
る
。

人
口
減
少
も
進
み
、今

後
厳
し
い
財
政
運
営
を

迫
ら
れ
る
が
、次
年
度
以

降
予
定
し
て
い
る
大
型

事
業（
体
育
館
建
設
、防

災
デ
ジ
タ
ル
化
、簡
易
水

道
事
業
な
ど
）も
あ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
優
先

順
位
を
つ
け
な
が
ら
町

政
運
営
を
心
掛
け
て
い

く
。

問 

大
矢
野
原
演
習
場

の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
の

こ
れ
ま
で
の
成
果
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　周
辺
整
備
事
業
は
、

昭
和
48
年
の
事
業
開
始

か
ら
集
計
し
て
、１
６
７

事
業
で
あ
る
。道
路
、用

水
、河
川
、水
道
、公
民

館
、消
防
、防
犯
灯
な
ど

を
整
備
し
て
き
た
。

問 

事
業
の
積
み
残
し
と

今
後
の
見
通
し
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　事
業
開
始
当
時
の
用

水
路
は
老
朽
化
が
進
み
、

改
修
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
用
水
路
に
つ

い
て
は
改
修
に
向
け
て

国
と
の
協
議
も
最
終
段

階
に
来
て
い
る
。そ
の
他

砂
防
ダ
ム
等
に
つ
い
て
も

採
択
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

問 

大
矢
野
原
で
の
日
米

共
同
訓
練
に
オ
ス
プ
レ

イ
が
参
加
す
る
と
新
聞

報
道
が
あ
っ
た
。町
長
の

認
識
は
。

答 （
町
長
）
　町
の
代
表

と
し
て
、ま
た
一
町
民
と

し
て
驚
い
て
い
る
。オ
ス

プ
レ
イ
に
つ
い
て
は
、最

近
重
大
な
事
故
等
の
報

道
も
あ
る
中
、演
習
の

中
止
を
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
だ
。

答　 地域の担い手不足が深刻だ。今後は職員が地域づくりに絡んでい
くことが必要だ。

自治振興区運営の課題は。

稲葉　富人 議員

第二次総合計画 自治振興区版
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問 

昨
年
の
豪
雨
災
害
に

よ
る
砂
防
ダ
ム
決
壊
の

被
害
は
大
き
か
っ
た
。砂

防
ダ
ム
の
数
や
現
状
の

把
握
は
で
き
て
い
る
の
か
。

答 （
建
設
課
長
）
　数
に

つ
い
て
は
即
答
で
き
な

い
。治
山
、砂
防
そ
れ
ぞ

れ
県
の
所
管
は
異
な
る

が
、地
域
住
民
の
要
望
を

し
っ
か
り
と
県
に
つ
な
い

で
い
る
。

問 

最
近
進
ん
で
い
る
山

林
の
大
規
模
伐
採
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　大

規
模
な
伐
採
に
つ
い
て

は
届
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
が
、小
規
模
の

も
の
に
つ
い
て
は
規
制
が

な
い
。人
家
の
あ
る
と
こ

ろ
な
ど
は
注
視
し
て
い

く
。

問 

避
難
所
に
つ
い
て
、朝

日
西
部
小
学
校
が
指
定

を
外
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　同

小
の
体
育
館
が
指
定
避

難
所
だ
っ
た
が
、地
震
で

被
災
し
、今
後
の
利
活

用
が
厳
し
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
。校
舎
に
つ
い

て
は
、災
害
復
旧
に
伴

う
建
設
業
員
用
の
宿
泊

所
と
し
て
、現
在
整
備

を
進
め
て
い
る
。

問 

大
矢
川
は
大
雨
の
度

に
氾
濫
し
、田
畑
が
被

害
を
受
け
て
い
る
。河
川

改
修
の
予
定
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　災

害
の
都
度
、県
に
要
望

を
行
っ
て
い
る
。特
に
、人

家
の
あ
る
箇
所
の
し
ゅ

ん
せ
つ
に
つ
い
て
は
、優

先
し
て
要
望
し
て
い
る
。

問 

職
員
の
勤
務
状
況
の

管
理
は
で
き
て
い
る
の
か
。

昨
年
の
災
害
以
来
、深

夜
に
及
ぶ
勤
務
も
あ
り
、

最
近
も
夜
遅
く
ま
で
庁

舎
の
灯
り
が
つ
い
て
い
る
。

健
康
上
の
問
題
は
な
い

の
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　災

害
後
は
月
80
時
間
を
超

え
て
勤
務
す
る
職
員
も

い
た
が
、現
在
は
落
ち
着

い
て
き
て
い
る
。長
時
間

勤
務
は
仕
事
と
家
庭
の

両
立
を
妨
げ
、少
子
化

の
原
因
と
の
指
摘
も
あ

る
。今
後
と
も
職
員
の

適
切
な
労
務
管
理
と
心

の
ケ
ア
に
努
め
て
い
く
。

問 

町
外
か
ら
通
勤
し
て

い
る
職
員
に
つ
い
て
、ど

う
対
処
す
る
の
か
。

答 

（
町
長
）
　６
月
に

職
員
組
合
と
協
議
す
る

機
会
を
得
た
。そ
れ
ぞ

れ
様
々
な
事
情
が
あ
る

だ
ろ
う
が
、町
が
現
在
推

進
し
て
い
る
移
住
定
住

政
策
に
沿
う
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
。職
員
を
含

む
若
者
が
定
住
で
き
る

町
づ
く
り
の
環
境
を
整

備
し
、情
報
の
発
信
を

心
掛
け
る
。

問 

九
州
中
央
道
開
通

も
間
近
に
迫
り
、企
業

誘
致
の
考
え
は
な
い
の

か
。

答 

（
副
町
長
）
　企
業

を
誘
致
す
る
た
め
に
大

規
模
に
用
地
を
準
備
す

る
こ
と
は
リ
ス
ク
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
。情

報
通
信
基
盤
も
完
成
す

る
の
で
、Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
小
規
模
な
企
業
の
誘

致
が
今
後
の
方
向
と
考

え
る
。

問 

有
害
獣
処
理
加
工

施
設
の
処
理
能
力
と
排

水
処
理
は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　試
算
と
し
て
、１
日

５
頭
、年
間
１
，０
０
０

頭
を
計
画
し
て
い
る
。排

水
処
理
は
、グ
リ
ス
ト

ラ
ッ
プ（
残
渣
を
一
時
溜

め
る
施
設
）を
配
し
、清

掃
業
者
が
定
期
的
に
回

収
す
る
。合
併
浄
化
槽

は
法
定
検
査
等
も
あ
り
、

万
全
を
期
す
。

一　般　質　問

藤澤　和生 議員

答　 長時間勤務は、仕事と家庭の両立を妨げる。今後も労務管理と
心のケアに努めていく。

職員の勤務状況の管理はできてい
るのか。

山間に段 と々築かれた砂防ダム
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問 

人
、組
織
、町
に
お
い

て
、そ
の
品
格
や
文
化
レ

ベ
ル
は
、差
別
の
あ
り
方

に
よ
っ
て
量
ら
れ
る
と
思

う
。そ
の
物
差
し
は
部
落

問
題
で
あ
る
が
、そ
の
こ

と
に
つ
い
て
の
考
え
を
問

う
。

答 
（
町
長
）
　品
格
や

文
化
の
レ
ベル
を
量
る
物

差
し
に
は
多
く
の
も
の

が
あ
る
と
思
う
。部
落
差

別
の
問
題
も
根
が
深
く
、

そ
の
解
消
に
向
け
て
、町

全
体
の
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答 

（
副
町
長
）
　誰
で
も

が
住
み
た
い
町
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
が
一つ
の

物
差
し
で
は
な
い
か
。個

人
が
尊
重
さ
れ
人
権
が

守
ら
れ
る
町
で
あ
る
こ

と
が
大
切
で
あ

る
。

問 

同
和
と
い
う

名
称
に
対
す
る

認
識
は
。

答 

（
町
長
）
　

全
て
の
人
が
同

じ
立
場
で
生
活

を
し
、論
議
が
で

き
る
こ
と
だ
と

思
う
。

答 （
副
町
長
）
　

「
同
胞
一
和
」と
い
う
言

葉
が
由
来
で
あ
り
、同

じ
民
族
と
し
て
和
し
て

仲
良
く
暮
ら
そ
う
と
い

う
意
味
で
あ
る
。し
か
し
、

歴
史
の
中
で
同
和
に
対

す
る
偏
見
が
あ
る
の
も

事
実
だ
と
思
う
。

問 

万
坂
に「
非
核
宣
言

の
町
」と
い
う
塔
が
あ
る
。

町
の
進
む
べ
き
姿
勢
を

表
す
た
め
に
も
、「
平
和

の
塔
」を
建
て
て
頂
き
た

い
が
、意
思
は
あ
る
か
。

答 

（
町
長
）
　す
ぐ
に
は

回
答
で
き
な
い
が
、今
後

検
討
し
て
み
た
い
。

問 

観
光
は
町
の
基
幹
産

業
と
し
て
発
展
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
。今
の

三
セ
ク
の
様
子
で
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　町
の
就
業

人
口
は
、農
業

38
％
、商
工
関

連
サ
ー
ビ
ス
業

２８
％
と
約
７
割

を
農
業
・
商
工

業
が
締
め
て
い

る
。観
光
を
基

幹
産
業
と
す
る

た
め
に
は
、農

業
と
の
連
携
が

必
須
で
あ
る
が
、

未
だ
十
分
で
は
な
い
。三

セ
ク
に
対
す
る
指
定
管

理
料
は
年
間
７
千
万
円

以
上
支
出
し
て
い
る
が
、

そ
の
費
用
対
効
果
に
も

課
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問 

三
セ
ク
は

完
全
に
独
立

採
算
制
に
す
る

べ
き
と
思
う
が
。

答 （
山
の
都
創

造
課
長
）
　町

長
か
ら
も
指

定
管
理
の
あ

り
方
を
検
討

す
る
よ
う
指

示
を
受
け
て
い

る
。来
年
度
、そ
の
検
討

を
踏
ま
え
、指
定
管
理

者
の
募
集
を
行
う
予
定

で
あ
る
。

問 

観
光
振
興
と
地
方

創
生
と
の
関
連
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　地
方
創
生
の
一
番
の

目
的
は
、過
疎
化
、人
口

対
策
、定
住
対
策
で
あ
る
。

農
業
と
観
光
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
即
効
性
の

あ
る
経
済
効
果
を
生
み

出
す
も
の
で
あ
り
、地
方

創
生
の
重
要
な
施
策
と

考
え
る
。

一　般　質　問

答　 観光は、即効性のある経済性を生み出す。農業との連携が必須で
ある。

観光は町の基幹産業となり得るか。

中村　益行 議員

清和文楽館

そよ風パーク

通潤山荘
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問 

合
併
し
て
10
年
以
上

が
経
過
し
た
。行
財
政

改
革
に
つ
い
て
、合
併
時

の
指
標
数
値
と
現
状
の

報
告
を
。

答 

（
総
務
課
長
）
　経

常
収
支
比
率（
＊
①
）

は
、合
併
当
時
96
・
２
％

で
あ
っ
た
が
、28
年
度

決
算
で
83
・
２
％
と
な

り
、財
政
状
況
は
好
転

し
て
い
る
。地
方
債
現

在
高（
＊
②
）は
、合
併

当
時
１
７
９
億
７
千
万

円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

90
億
８
千
万
円
と
縮
減

さ
れ
た
。

問 

人
口
減
少
は
、地
方

交
付
税
の
算
定
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
が
、合

併
後
現
在
ま
で
の
人
口

動
態
は
。

答 

（
税
務
住
民
課
長
）

　合
併
時
２
万
２
２
８

人
、平
成
29
年
４
月
現

在
は
１
万
５
，６
５
５

人
で
あ
る
。

問 

九
州
中
央
道
の
開
通

は
、過
疎
が
進
む
本
町
に

と
っ
て
生
活
環
境
の
向

上
と
経
済
効
果
へ
の
期

待
が
あ
る
。工
事
の
進
捗

状
況
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　北

中
島
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

供
用
は
、平
成
30
年
度

中
の
予
定
。矢
部
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
計
画
の
公

表
は
未
定
。今
後
は
早

期
着
工
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
。

問 

震
災
の
影
響
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る

道
路
は
何
路
線
か
。

答 

（
建
設
課
長
）
　７

路
線
で
あ
る
。そ
の
う
ち

片
側
通
行
可
能
な
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
完
全
に

不
通
は
２
路
線
で
あ
る
。

問 

簡
易
水
道
事
業
統

合
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
予

定
ど
お
り
か
。

答 

（
環
境
水
道
課
長
）

　統
合
は
平
成
32
年
か

ら
。統
合
後
は
独
立
採

算
で
の
運
営
と
な
る
が
、

人
口
減
少
、節
水
意
識

の
向
上
に
よ
り
収
入
減

が
見
込
ま
れ
る
。ま
た
水

道
管
の
老
朽
化
も
深
刻

で
あ
る
。

問 

光
情
報
基
盤
整
備

が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

利
用
状
況
と
今
後
の
見

通
し
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　開
局
し
た
地
域
に
つ
い

て
の
加
入
率
は
２
割
程

度
と
推
測
し
て
い
る
。光

ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た
情
報

化
施
策
を
計
画
し
、活

用
策
を
打
ち
出
し
た
い
。

問 

町
の
特
産
物
で
あ
る

柚
子
は
大
分
県
で
加
工

さ
れ
て
い
る
。町
内
に
加

工
所
建
設
の
予
定
は
な

い
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　柚
子
は
表
年
裏
年
の

課
題
も
あ
る
。以
前
女

性
の
加
工
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
が
現
在
は
な
い
。

生
産
者
の
中
か
ら
加
工

所
建
設
の
声
が
上
が
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

問 

町
が
管
理
す
る
道
路

の
維
持
管
理
の
状
況
は
。

答 

（
建
設
課
長
）
　管

理
委
託
し
て
い
る
嘱
託

職
員
が
１
名
、各
支
所

で
は
シ
ル
バ
ー
人
材
に
委

託
し
て
い
る
。緊
急
時
に

は
建
設
業
者
に
依
頼
す

る
が
、簡
単
な
作
業
は

職
員
が
出
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

藤川　憲治 議員

一　般　質　問

九州中央道工事現場（中島付近）

九州中央道の進捗状況は。

＊
①
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
指
標
。こ
の
比
率

が
高
い
ほ
ど
財
政
の
硬

直
化
が
進
ん
で
い
る
と

さ
れ
る
。

＊
②
町
の
借
金
残
高
。

答　 北中島ICまでの供用開始は平成30年度中であり、矢部ICまでは
未定。早期着工に向け努力していく。
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一　般　質　問

問 

九
州
中
央
道
が
矢

部
イ
ン
タ
ー
ま
で
開
通
す

る
時
、車
の
流
れ
の
想
定

は
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

九
州
地
方
整
備
局
に
よ

る
と
、一
日
一
万
台
前
後

の
交
通
量
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。

問 
イ
ン
タ
ー
が
で
き
て

栄
え
る
町
と
、そ
う
で
な

い
町
が
あ
る
。そ
の
差
は

何
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　イ
ン
タ
ー
が
で
き
て
一

時
的
に
物
産
館
が
売
上

げ
を
伸
ば
し
た
が
、次
の

イ
ン
タ
ー
が
で
き
る
と
繁

盛
し
な
い
と
い
う
例
が

あ
る
。売
上
げ
が
減
少
し

な
い
所
に
は
、特
産
品
な

ど
の
魅
力
が
あ
る
。本
町

も
安
心
安
全
な
食
、歴

史
や
文
化
の
発
信
等
に

磨
き
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
。
　

問 

矢
部
イ
ン
タ
ー
か
ら

浜
町
へ
の
進
入
路
は
考

え
て
い
る
の
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
協

議
中
で
あ
る
。予
算
面
で

厳
し
い
部
分
が
あ
る
。

問 

矢
部
阿
蘇
公
園
線
に

つ
い
て
は
、よ
う
や
く
調

査
費
用
が
５
０
０
万
円

つ
い
た
。今
後
積
極
的
な

行
動
が
必
要
だ
と
思
う

が
。

答 （
町
長
）
　長
年
の
取

り
組
み
が
や
っ
と
動
き

出
し
た
と
言
え
る
。今
後

は
南
阿
蘇
村
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

商
店
街
の
賑
わ
い
の

振
興
策
は
あ
る
か
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

今
後
も
山
の
都
創
造

フ
ァ
ン
ド
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、町
づ
く
り
を

応
援
し
た
い
。町
に
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
に
は
、ま

ず
町
民
が
町
の
良
さ
を

知
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
る
。そ
の
良
さ
を
体

感
し
、発
信
し
て
も
ら
い

た
い
。

問 

高
齢
者
の
貧
困
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。高
齢

者
の
一
人
暮
ら
し
、二
人

暮
ら
し
の
数
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　一
人
暮
ら
し
が
約

８
０
０
戸
、二
人
暮
ら

し
が
約
８
０
０
戸
で
あ

る
。

問 

以
前
、高
齢
者
に
は

無
年
金
の
人
も
い
る
と

聞
い
た
が
、実
態
は
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　年
金
機
構
に
問
い
合

わ
せ
て
い
る
が
ま
だ
回

答
が
な
い
。様
々
な
年
金

の
形
が
あ
る
の
で
把
握

は
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

問 

生
活
が
苦
し
く
病
院

に
も
行
け
な
い
人
へ
の
支

援
策
は
。最
低
限
の
生

活
は
憲
法
25
条
に
よ
っ

て
保
障
さ
れ
て
い
る
は

ず
だ
が
。

答 

（
健
康
福
祉
課
長
）

　生
活
保
護
に
つ
い
て

は
様
々
な
基
準
が
あ
り
、

役
場
福
祉
係
や
、県
の

福
祉
事
務
所
に
相
談
し

て
頂
き
た
い
。

田上　聖 議員

浜町商店街

商店街の賑わいの振興策は。
答　 山の都創造ファンドなどを活用して町づくりを応援したい。まずは、

町民が町の良さを知ることが大切だと考える。
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問 

町
内
の
教
職
員
に
支

給
す
る
パ
ソ
コ
ン
は
足
り

て
い
る
か
。

答 

（
教
育
長
）
　支
給

が
必
要
な
数
は
１
６
０

台
で
あ
り
、現
在
28
台
が

不
足
し
て
い
る
状
況
。

問 

支
給
パ
ソ
コ
ン
が
古

い
型
の
も
の
で
あ
る
こ

と
も
問
題
だ
。新
し
い
教

育
課
程
が
施
行
さ
れ
る

時
に
、現
場
の
環
境
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が

心
配
だ
。

答 

（
教
育
長
）
　確
か
に

古
い
機
種
が
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
が
、ソ

フ
ト
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

は
電
子
黒
板
を
整
備
し

た
。今
後
は
児
童
生
徒

が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
も
計
画
中

で
あ
る
。

問 

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

国
も
進
め
て
い
る
。文
科

省
か
ら
は
環
境
整
備
の

た
め
の
予
算
が
地
方
交

付
税
の
形
で
来
て
い
る

と
思
う
が
、把
握
し
て
い

る
か
。

答 

（
総
務
課
長
）
　交

付
税
の
算
定
基
準
に
、

小
中
学
校
の
教
育
情
報

化
関
係
経
費
と
い
う
も

の
が
あ
り
、本
町
で
は

３
億
６
千
万
円
が
算
入

さ
れ
、学
校
教
育
費
と

し
て
充
当
し
て
い
る
。

問 

平
成
31
年
度
か
ら
、

小
学
校
の
部
活
が
社
会

教
育
に
移
行
す
る
が
、準

備
の
状
況
は
。

答 

（
学
校
教
育
課
長
）

　関
係
者
に
よ
る
検
討

委
員
会
を
10
月
に
開
催

す
る
。参
加
希
望
者
が

参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
も
併
せ
て
検
討
し
て

い
く
。

問 

児
童
の
社
会
体
育

参
加
や
高
齢
者
の
生
活

支
援
な
ど
に
欠
か
せ
な

い
の
が
、公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
だ
が
、現
在
の
コ
ミ

バ
ス
か
ら
デ
マ
ン
ド
方
式

に
変
更
す
る
計
画
は
。

答 

（
企
画
政
策
課
長
）

　来
年
度
は
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

対
象
者
が
幅
広
く
課
題

も
多
い
テ
ー
マ
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

問 

昨
年
、棚
田
の
創
造

的
復
興
の
可
能
性
に
つ

い
て
質
問
し
た
が
、検
討

さ
れ
た
か
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　棚
田
に
繋
が
る
地
域

で
30
ア
ー
ル
ほ
ど
の
山

が
全
伐
さ
れ
て
お
り
、創

造
的
棚
田
の
形
成
に
適

し
て
い
る
か
検
討
の
余

地
が
あ
る
。

問 

農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
躍
を
見
て
い
る
と
、

繰
り
返
し
参
加
さ
れ
る

方
が
多
く
、町
の
賑
わ
い

の
醸
成
に
つ
な
が
る
と

感
じ
る
。町
と
し
て
の
対

応
は
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

限
ら
ず
、震
災
以
降
た
く

さ
ん
の
方
々
か
ら
本
町

を
応
援
し
て
頂
い
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ

の
宿
泊
施
設
等
の
環
境

整
備
や
受
け
入
れ
体
制

の
整
備
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。

吉川　美加 議員

一　般　質　問

学校に支給されているパソコン

答　 機種が古いことは認識している。ソフトをバージョンアップして対応
している。

学校に支給されているパソコンが
古いのは問題だ。
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一　般　質　問

問 

鳥
獣
処
理
加
工
施

設
の
受
託
者
が
清
和
資

源
に
決
定
し
た
理
由
は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　同
社
は
、町
と
緊
密

に
連
携
で
き
る
会
社
で

あ
り
、食
品
衛
生
管
理

者
の
資
格
を
有
す
る
社

員
が
い
た
こ
と
か
ら
、同

社
に
委
託
す
る
こ
と
に

し
た
。

問 

処
理
能
力
を
超
え
る

頭
数
の
持
ち
込
み
へ
の

対
応
や
、引
き
取
り
価

格
は
。

答 （
農
林
振
興
課
長
）
　

い
ず
れ
も
猟
友
会
や
日

本
イ
ノ
シ
カ
六
次
産
業

化
協
会
と
の
協
議
の
中

で
中
身
を
詰
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問 

町
民
に
分
か
り
や

す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を

作
っ
て
啓
発
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答 

（
農
林
振
興
課
長
）

　住
民
へ
の
周
知
は
大

切
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
が
、先
ず
は
稼
働
さ

せ
て
軌
道
に
乗
っ
て
か

ら
周
知
徹
底
し
て
い
く
。

問 

町
長
が
提
案
し
て
い

る
町
づ
く
り
の
三
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
点
と
点

に
終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

20
年
後
の
町
の
姿
が
分

か
る
よ
う
な
方
策
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

答 
（
副
町
長
）
　町
づ
く

り
に
は
大
き
な
全
体
構

想
を
示
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。高
速
道
路
の

開
通
、光
通
信
の
整
備

な
ど
常
に
将
来
を
見
据

え
て
取
り
組
み
を
進
め

る
べき
で
あ
る
。

問 

先
日
オ
ー
プ
ン
し
た

「
や
ま
と
文
化
の
森
」の

建
設
に
か
か
っ
た
関
係

経
費
は
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　用
地
・
建
物
の
買
収

に
１
億
８
千
万
円
、解

体
に
９
０
０
万
円
、建

設
費
に
１
億
４
０
０
万

円
、総
額
２
億
８
千
万

円
で
あ
る
。

問 

多
額
の
予
算
を
つ
ぎ

込
ん
だ
形
だ
が
、現
在
は

町
が
管
理
し
て
い
る
。今

後
の
方
向
性
は
。

答 （
山
の
都
創
造
課
長
）

　震
災
の
影
響
も
あ
り
、

体
制
の
整
備
が
遅
れ
た

が
、10
月
か
ら
は
観
光

協
会
が
運
営
に
協
力
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後

は
、観
光
協
会
と
商
店

が
主
体
と
な
っ
て
活
用

し
て
頂
く
し
か
な
い
と

認
識
し
て
い
る
。

問 

高
齢
者
の
住
環
境
を

整
え
、町
の
支
援
が
し
や

す
い
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
は
な
い
か
。施
設
に

つ
い
て
は
、町
の
遊
休
施

設
の
利
活
用
も
あ
る
の

で
は
。

答 

（
町
長
）
　高
齢
化

が
進
む
中
、住
環
境
を

整
え
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
で
あ
る
。菅
尾
に
あ

る
高
齢
者
住
宅
を
参
考

に
し
な
が
ら
協
議
を
進

め
た
い
。

後藤　壽廣 議員

処理加工施設の内部 「ジビエ工房やまと」除幕式

答　 現在、関係機関と協議中で、中身を詰めているところだ。

鳥獣処理加工施設の処理能力を超える持ち
込みへの対策と１頭当たりの引き取り価格は。

9 議会だより「山都」 第26号



議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。

山
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広
報

■
発
行
・
山
都
町
議
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会
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報
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※詳しい日程等については、議会事務局までお問い
合わせください。（☎72-1289）

次の定例会は、

12月の予定です。
傍聴にお越しください。

編

後
集

記

　四
年
前
、
覚
束
な
い
足
取
り
で

広
報
委
員
長
と
し
て
歩
き
始
め

た
。
振
り
返
れ
ば
試
行
錯
誤
の

日
々
だ
っ
た
。
議
会
だ
よ
り
編
集

の
仕
事
は
、
議
会
が
終
了
し
て
か

ら
が
本
番
。
記
事
に
合
せ
る
写
真

の
撮
影
や
資
料
の
選
定
、
聞
き

慣
れ
な
い
行
政
用
語
の
解
説
な

ど
、
議
会
と
町
民
を
つ
な
ぐ
役
に

立
ち
た
い
と
の
一
心
で
務
め
て
き

た
が
、
広
報
委
員
会
の
意
思
は
伝

わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
議
会
だ

よ
り
が
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
町

議
会
選
挙
も
終
わ
り
、
新
メ
ン

バ
ー
で
の
議
会
の
始
ま
り
だ
。
議

会
が
皆
さ
ん
の
近
く
に
あ
る
よ
う

に
、
次
の
編
集
委
員
に
思
い
を
つ

な
ぎ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
吉
川
美
加
）

陳情第2号
　○件　　名　国に対して森林環境税（仮称）に関する意見書提出を求める陳情書
　○陳 情 者　上益城郡山都町下馬尾315
　　　　　　　　緑川森林組合　代表理事組合長　外本英治
　○審査結果　「採択」

「全国森林環境税」の創設に関する意見書

　我が国の地球温暖化対策については、2020年度及び2020年以降の温室効果ガス削減目
標が国際的に約束されているが、その達成のためには、とりわけ森林吸収源対策の推進が
不可欠となっている。
　しかしながら、森林が多く所在する山村地域の市町村においては、木材価格の低迷や林
業従事者の高齢化・後継者不足に加え、急速な人口減少など，厳しい状況にあるほか、市町
村が、森林吸収源対策及び担い手の育成等山林対策に主体的に取り組むための恒久的・
安定的な財源が大幅に不足している。
　もとより、山村地域の市町村による森林吸収源対策の推進や安定した雇用の場の確保な
どの取組みは、地球温暖化防止のみならず、国土の保全や地方創生等にもつながるもので
あり、そのための市町村の財源の強化は喫緊の課題である。
　このような中、平成29年度税制改正大綱において、「市町村が主体となって実施する森林
整備等に必要な財源に充てるため、個人住民税均等割の枠組みの活用を含め、都市・地方
を通じて国民に等しく負担を求めることを基本とする森林環境税（仮称）の創設」に関し、「平
成30年度税制改正において結論を得る」と明記されたところである。
　本町議会は，森林・林業・山村対策の抜本的強化を図るため、「全国森林環境税」制度の
早期導入を強く求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成29年9月29日
山都町議会　
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